
講師　�中野満知子さん（特定非営利活動法人アサーティブ
ジャパン認定講師）

対象　女性30人〈申込制（先着）〉
申込　5月7日㈭～☎または市HPで
ほか　�託児6か月～未就学児5人〈申込制（先着）。5月26

日㈫まで

　相手を尊重しながら自分の気持ちや権利も尊重し、言いにくいことや
断りにくいことをしっかり伝える心構えとスキルを「アサーティブ」とい
います。職場や家庭でのコミュニケーションや友人との関係を円滑にす
るため、アサーティブコミュニケーションを学びませんか。
� 【男女共同参画課男女共同推進担当☎（57）1414】

対人関係を円滑にする

自己表現スキルアップ術

詳細・申し込みHP

日時　6月6日㈯
　　　10時～12時
場所　�男女共同参画推進センター� �

いこりあ

職場で！
 家庭で！

新型コロナウイルス感染症
の影響により中止

広告掲載のお申し込み・お問い合わせは秘書広報課へ
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こころのバリアフリー ありがとう！車いすを利用している私から・・・先日エレベーターに乗ろうとした時、満員で困っていると、お母さんが小学生のお子さんの顔
を見てうなずき、お子さんが笑顔で「先にどうぞ」と譲ってくれました。お子さんにもお母さんにも、感謝の気持ちでいっぱいです。

※5�令和2年3月1日現在の統計人口（24万1854人）をもとに算出しました

令和２年度
予 算 額 構成比 伸　率 市民一人

当たり※5 備　考

議 会 費 4億2024万円 0.6% 1.7%減 1738円 市議会の活動・運営の
ためのお金

総 務 費 93億3834万円 12.7% 0.4%減 3万8612円
全般的な管理事務、徴税、
戸籍、統計、選挙などの
お金（予備費を含む）

民 生 費 343億1019万円 46.4% 0.8%増 14万1863円 生活保護、児童手当な
どの福祉のためのお金

衛 生 費 77億9543万円 10.5% 0.9%減 3万2232円 ごみ処理の経費や健康
維持のためのお金

労 働 費 2億3016万円 0.3% 20.9%減 952円 雇用対策や勤労者の福
利厚生のためのお金

農 林
水産業費 3億9603万円 0.5% 16.7%増 1637円 農業・畜産業・漁業の

振興のためのお金

商 工 費 16億3783万円 2.2% 11.6%減 6772円 産業や観光の振興のた
めのお金

土 木 費 67億7321万円 9.2% 6.9%増 2万8005円
道路や街路の整備・維
持管理のためのお金
（災害復旧費を含む）

消 防 費 25億4069万円 3.4% 2.9%増 1万505円 消防活動のためのお金

教 育 費 56億2149万円 7.6% 20.6%増 2万3243円 小・中学校教育、公民
館・図書館などのお金

公 債 費 49億1639万円 6.6% 7.2%増 2万328円 借入金の返済のための
お金

合    計 739億8000万円 100% 2.4%増 30万5887円

市民一人当たりの
目的別歳出予算額（一般会計）

自
主
財
源

依
存
財
源

合　　計  ７４７億３０００万円　（０．０％）

※4 その他の内訳は、「維持補修費、投資及び出資金、貸付金、予備費」です

義
務
的
経
費

投資的経費

そ
の
他
の
経
費

一般会計歳出（性質別）一般会計歳出（性質別）一般会計歳入一般会計歳入

人件費 ２０．７％　１５３億２３２８万円　（３．２％増）
職員などに支払われる給料、会計年度任用職員に支払われる報酬など

扶助費　 ２５．７％　１８９億７４９８万円　（０．１％増）
市民の生活を支援するためのお金

公債費　 ６．６％　 ４９億１６３９万円　（７．２％増）
借入金の返済のためのお金

普通建設事業費　６．４％　 ４７億３５２９万円　（５．３％減）
道路、学校などの施設整備のためのお金

災害復旧費　 ０．０％　 ３００万円　（０．０％）
災害からの復旧のためのお金

物件費　 １４．７％　１０８億４９５８万円　（５．４％減）
市で事務を行うのに必要な経費や公共施設の光熱水費など

繰出金　 ９．１％　 ６７億５２９２万円　（３．５％増）
一般会計が特別会計へ支払うお金

積立金　 ０．８％　 ５億９６５２万円　
基金に積み立てを行うためのお金

補助費等　 １２．７％　 ９４億１０１２万円　（１１．７％増）
公共下水道事業会計や病院事業会計への負担金や各種団体への補助金など

合　　計  ７３９億８０００万円　（２．４％増）

その他※4　 ３．３％　 ２４億１７９２万円　（０．０％）
施設の維持や補修のためのお金など

（２０７１．３％増）

市民一人当たりの予算額は30万5887円
　令和２年度一般会計当初予算は総額739億8000万円（前年度比2.4％増）で、市民一人当たりに換算すると30万5887円です（下表参照）。
　令和２年度予算は「茅ヶ崎市総合計画基本構想」と「茅ヶ崎市総合計画第４次実施計画」の最終年度であるため、10年間の取り組みの
総仕上げを行う重要な年度として緊急度・優先度を踏まえた事業選択を徹底し、取捨選択を行った上で予算編成を行いました。

【財政課財政担当】

歳　出
　扶助費は、令和元年10月に開始した「幼児教育・保育の無償化」に伴い、民間保育所
等運営事業費や障害児支援給付費の増額を見込み、前年度比0.1％の増を見込んでい
ます。
　普通建設事業費は、（仮称）茅ヶ崎市歴史文化交流館整備事業費の増額があったものの、
粗大ごみ処理施設整備事業費の減額を見込み、前年度比5.3％の減を見込んでいます。
　物件費は、建築指導経費が情報データベース化等により増額となったものの会計年
度任用職員制度移行に伴い、物件費から人件費へ経費が移動しているため、前年度比
5.4％の減となっています。


